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1　は　じ　め　に

秋田県のイチゴの栽培面積は平成元年度で136haとここ

数年はぼ横ばい状態にある。

作型は6月上旬～7月上旬収穫の露地栽培が8書l似上と

最も多く，次いで9月中旬～11月下旬収穫の長期株冷栽培

や，4月中旬～5月下旬収穫の早熟栽培，4月上旬～7月

上旬収穫の低温カット栽培がわずかに行われている。

長期株冷栽培は麦秋どりの作型であることから収益性は

高いが，前年12月から翌年8月までの長期にわたる冷蔵庫

の占有や．出庫後の活着の不安定さなどから，一部の産地

に限られている現状にある。

このように本県のイチゴは露地栽培が主体であることか

ら，出荷時期が単価の安い6月に集中しており，収益性の

向上を図るためには夏秋どり作型が望まれている。

そこで本県の夏期冷涼な気象条件を生かし，全国的に端

境期である9～11月生産のため，花成制御の処理開始時期

と開花株率，収穫期について検討した。

2　試　験　方　法

（l）供試品種：1989年度　宝交早生

1990年度　女峰，とよのか，ひのみね，宝交早生

（2）処理方法及び処理期間：夜冷短日処理（13℃冷蔵阻

8時間日長），20日間

（3）処理開始時期：表1に示す。

（4）耕種概要：鉢上げ；1年苗は9cm径，2年苗は10．5

cm径ポリポット使用。施用液肥；育苗はキッポ青（5一

義1処理開始時期と収穫開始時期（月／日）

6－4）400倍，メリット宵（7－5－3）400倍．N切り

はキッポ赤（0－7－6）400倍，メリット赤（0－10－

9）200倍を1989年度は7日ごと，1990年度は5日ごとに

l鉢当り100cc供給。定植畑；畝幅125cm．株間20cm，2

粂植え。施肥量（kg／a）；N，P205，K20各1，苦土

石灰10，ようりん5，堆肥400。黒マルチ栽培，マルチ下

チューブ潅水，活着までの10日間黒寒冷紗被覆。

3　試験結果及び考察

処理開始時期と収穫開始時期を表1に示したが3月卜句

にハウスに植え付けた親株から採苗する1年苗の場合，展

糞3枚でクラウン径が10mm前後になる鉢上げ期は．早く

ても5月下旬で，その後約1か月の育苗と約1か月のN切

り期間を経過すると，処理開始は8月に入り，定植期は8

月下旬で収穫開始は10月下旬となるため，9月からの収穫

を目榛とすると．1年苗の利用は難しいものとみられた。

一九前年10月始に展費3枚の最終ランナーを採甫坂植

する2年苗の場合は．5月半ばでクラウン径10mm前後と

なり鉢上げできる苗となった。

5月15日に鉢上げした苗は，約1か月間のN切り後6月

13日に処理を開始し．7月5日に定植すると収穫始は女峰

で8月31日．宝交早生で8月27日となった。

5月25日鉢上げの‾場合は処理開始が6月25臥定植期が

7月20日で収穫開始は両品種とも9月14日となった。

6月6日鉢上げの場合は，処理開始が7月6軋　定植期

は7月28日で収穫開始は両品種とも9月28日となった。

2年苗について各鉢上げ時の生育を表2に示したが，第

年度 採 苗　 鉢上げ　 育苗　 N 切 り　 処理開始　 定植期 収 穫 開 始

1989 3／10　　 6／ 5　　 6／ 5－　 7／11～　 8／ 4　　 8 ／3 1 宝交早生 11／9

1990

3／ 5　　 5／25　　 5／25～　 6／25 －　 8／ 1　 8／23 女峰 10／19 ，宝交早生 10／2

10／ 5　　 5／15 ●　　 －　　　 5／15 ～　 6／13　　 7／ 5 ”　 8／3 1，　 〝　　 8／27

〝　　　 5／25　　 －　　　 5／25～　 6／25　　 7／20 〝　 9／14 ，　 〝　　 9／14

〝　　　 6／ 6　　 －　　　 6／ 6～　 7／ 6　　 7／28 〝　 9／詔 ，　 〝　　 9／28
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蓑2　鉢上げ時生育　　　　　　　（1990）

品　 種

第 1 回目 第 2 回目 第3 回目
（5／15 ） （5／25 ） （6 ／6 ）

彙数 ‡ラ違 莫数 ；ラ違 彙数 ；ラ違

（枚） （皿） （枚） （m ） （枚） （血）

女　　 峰 3．2　　 8．7 3．8　 10．7 4．1 10．4

とよのか 3．2　　 9．9 3．4　 10．1 3．7　 11．7

ひのみね 3．4　 10．5 3．6　 10．9 4．4　 13．4

宝交早生 3．6　 10．6 3．8　 10．4 4．1 10．4

1回H（5／15）の女峰，とよのかを除いては，いずれも

10mm以上のクラウン径が得られ，鉢上げ期が遅くなるほ

ど東数，クラウン径が確保される傾向にあった。

定植後の開花状況を表3に示したが，女峰，とよのかは

処理時期が遅くなるほど開花株率が高く，宅交早生は処理

時期が早いほうが開花株率が高い傾向がみられた。品種で

は女峰，宝交早生の開花株が90％と最も高く，とよのか，

表3　開花状況（開花株率，％）　（1990）

品　 種
6 ／13 処 理 6 ／25 処 理 7 ／6 処理

8 ／14　8 ／2 1 9 ／1 9 ／12 9 ／12　9 ／29

女　　 峰 5．0　 70 ．0 45 ．0　 73 ．6 15．0　 90 ．0

とよの か 20．0　 20 ．0 30．0　 40．0 11．1　 50 ．0

ひ のみ ね 40 ．0　 45 ．0 35 ．0　 5 5．0 10 ．5　 26．3

宝 交早 生 7 5．0　 90 ．0 4 5．0　 65 ．0 42．1　 52．6

ひのみねはこの処理時期では開花株率が極めて低かった。

各処理による時期別収量を表4に示した。開花株当りの

商品果収量は，全品種とも処理開始時期が遅いほど収穫期

間が生育適温に近いため多収となりかつ商品果率（個数）

も高まった。収穫の中心は第1回目（6／13）処理が9月，

第2回臼（6／25）処理が9月中旬～10月中旬，第3回目

（7／6）処理が10月～11月であった。

表5に時期別商品果一乗垂を示したが，処理開始時期が

早いほど収穫期が高温にあたるため果実が小さかった。

表4　時期別収量（商品果（5g以上）及び総果，開花10株当り）　　　　　　　　　　　　　（1990）

処　 理 品　 種
収 穫姶

（月／日）

8 ～ 9 月 10 月 11月 12 月 計 総 果 商 品果 率

個　 g 個　 g 個　 g 個　 g
　 1 乗車
個　 g （g ） 個　 g （個 数 ．％ ）

第 1 回 目

女　　 峰 8 ／3 1 38　 257 14　　 89 1　 10 0　　 0 53　 3 56　 6 ．7 163　 736 3 2．5

と よの か 9 ／ 3 15　　 9 1 5　　 35 0　　 0 0　　 0 20　 126　 6 ．3 93　 338 21．5

（6 ／13 ） ひの み ね 8 ／27 35　 232 0　　 0 0　　 0 0　　 0 37　 2 53　 6 ．8 99　 475 37 ．4

宝 交 早 生 8 ／27 13　　 77 6　　 33 12　　 8 0 6　 44 37　 234　 6 ．3 245　 909 15．1

第 2 回 目

女　　 峰 9 ／14 20　 154 30　 200 6　　 34 0　　 0 56　 388　 6．9 104　 560 53．8

と よの か 9 ／21 24　 190 18　 124 1　　 7 0　　 0 43　 32 1　 7．4 72　4 14 59 ．7

（6 ／25 ） ひの み ね 9 ／ 6 25　 188 12　　 80 1　　 8 0　　 0 38　 276　 7．2 88　 426 43．2

宝 交 早 生 9 ／14 22　 154 37　 225 13　　 82 0　　 0 72　 46 1 6．4 145　7 26 49．7

第 3 回 目

女　　 峰 9 ／28 1　　 8 37　 28 6 3 6　 245 8　 52 82　 539　 6．6 104　 719 78．8

と よの か 10 ／ 5 0　　 0 31　 285 8　　 6 1 0　　 0 39　 346　 8．9 65　4 42 60．0

（7 ／6 ） ひの み ね 9 ／25 2　　 4 5 4 2　 364 4　　 29 0　　 0 48　 438　 9．1 66　 520 7 2．7

宝 交 早 生 9 ／28 2　 17 53　 39 1 27　 189 2　 13 84　 6 10　 7．3 142　8 26 59 ．1

表5　時期別商品果一果垂（g）　（1990）

処　 理 品　 種 8～9月 10 月　 11月　 12 月

第1 回目 女　　 峰 6．76　　 6．36　 10．00　　　 －

（6／13 ） 宝交早生 5．90　　 5．50　　 6．66　 7．33

第2 回目 女　　 峰 7．70　　 6．66　　 5．67　　　 一

（6／25 ） 宝交早生 7．00　　 6．（B　　 6．30　　　 －

第3 回目 女　　 峰 8．00　　 7．73　　 7．00　 6．50

（7／6 ） 宝交早生 8．50　　 7．33　　 7．00　 6．50

4　ま　と　め

成制御の処理開始時期と開花株率，収穫期について20日間

の夜冷短日処理で検討した。

1年酉の鉢上げ期は早くても5月下旬で，処理開始時期

は8月上旬，収穫始めは10月下旬となり，9月収穫は難し

いものであった。2年苗は5月中旬から鉢上げが可能とな

り，処理開始時期を6月中吼下旬，7月上旬とした場合，

処理開始時期が遅いほど多収となり商品果率も高まった。

収穫開始は6月中旬処理で8月下旬，6月下旬処理で9月

中旬，7月上旬処理で9月末となったが，8月下旬～9月

上旬収穫は果実が小さく，また7月上旬以降の処理は9月

の収穫がほとんどなく，女峰，宝交早生の処理開始時期は

全国的にイチゴの端境期である9～11月生産のため，花　　6月下旬が適するとみられた。
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